
技術体系 西洋アジサイ(春出し/県オリジナル品種、一般品種)

作業名 作業内容 時期 投下資材及び使用設備(10a当り)

挿し木(5月挿
し)

採穂、セルトレイ用土詰め、挿し木 5月中 72穴セルトレイ　56枚
穂木 4,000本（養成親株から採穂)

育苗 被覆、保温、潅水、施肥、病害虫防除 5月中～7
月上

保温カーテン、ハス口、液体肥料

摘心 6月中

ポット上げ（３
号)

用土準備(ピンク系・青系)、植付作業
　挿し木活着率85%

5月中、7
月上

用土混合機、培養土(約2000㍑)
9㎝ﾎﾟﾘﾎﾟｯﾄ 6,800個
（5月挿し、前年8月挿し）

摘心 花芽分化期から約６０日程度前が目安 8月上

挿し木(8月挿
し)

採穂、セルトレイ用土詰め、挿し木 8月上 72穴セルトレイ　56枚
穂木 4,000本（摘心した穂を使用）

防寒(防霜) 寒冷紗

鉢上げ(５号) 用土準備(ピンク系・青系)、定植作
業、ハウス入室・加温
　定植率90%

1月下 温風加温機、培養土(約6500㍑)、
プラ鉢(５号) 6,120鉢

一般管理 潅水、追肥、病害虫防除、落葉処理 1月下～5
月中

底面給水(Ｃ型鋼)、液肥

支柱立て 出荷約１ヶ月前頃順次実施 4～5月 支柱(４本/鉢)24,480本

調製・出荷 フラワーカバー・荷作り、出荷
　出荷率85%

4月下～5
月中

出荷ﾄﾚｲ 1,300個(４鉢/ﾄﾚｲ)



技術体系 シクラメン(１１月～１２月出し/パステル系)

作業名 作業内容 時期 投下資材及び使用設備(10a当り)

育苗管理 ◎播種以降１.５ヶ月は外部管理委託 12月上～1
月下

種子13,000粒

セル育苗

二重被覆、加温、苗搬入、灌水、施
肥、病害虫防除等

1月中～3
月下

加温機、保温カーテン、ハス口、液
体肥料

ポット上げ
（３号）

用土準備、移植作業、ハウス準備 3月下～4
月上

用土混合機、培養土(約3000㍑)

９㎝ポリポット（11,000個)

一般管理 灌水・施肥 4月～6月 液肥混入機、液体肥料(3kg)、固形肥
料(2.2kg)
錠剤肥料(22,000錠)

鉢上げ
（５号）

用土準備、定植作業、ハウス準備 6月下～7
月上

用土混合機、培養土(約10,500㍑)

５寸プラ鉢(9,500鉢)
給水ひも(9,500本）

一般管理 灌水、追肥、鉢広げ、枯葉取り、葉組
み、遮光開閉

7月中～11
月

底面給水(Ｃ型鋼）、液肥混入機（１
台）
液体肥料(18kg)、錠剤肥料(47,500
錠)

ホルモン処理 生長点処理 10月上 ジベレリン液剤(40cc)、ハンドスプ
レー(5本)

病害虫防除 炭疽病、葉腐細菌病、萎ちょう病、ア
ザミウマ類等

1月～10月 殺菌剤、殺虫剤

加温(温度操作) 開花期夜温確保(18℃）、DIF処理 10月中～
12月下

加温機

収穫・出荷 出荷調製、荷作り、出荷 11月中～
12月下

出荷ケース2,250個（４個入り)

後片付け 1月上～1
月中



技術体系

作業名 作業内容 時期 投下資材及び使用設備(10a当り)

育苗管理 播種、二重被覆、加温、灌水、施肥、
病害虫防除等

2月下～6
月上

種子46,000粒

加温機、保温カーテン、ハス口、液
体肥料

鉢上げ（3号
ポット）

用土準備、移植作業、ハウス準備 6月上～6
月中

培養土(約13,800㍑)

９㎝ポット（46,000個)

一般管理 灌水・施肥 6月～9月 液肥混入機、液体肥料、固形肥料(追
肥)

病害虫防除 炭そ病、アザミウマ類他 3月～9月 殺菌剤､殺虫剤

加温(温度操作) 開花期夜温確保(18℃) 10月中～
12月下

加温機

出荷調製、荷造り、出荷
　出荷率95％

出荷ケース1,834個（24個入り)

後片付け 12月下

ガーデンシクラメン(10月～12月出し/メティス)

10月上～
12月中

収穫・出荷


